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論文内容の要盲．
1904年に・かの有名なCa「「e　et　Va11eeによ・て・馬の伝染鹸血（伝貧）は・縮に起因する
ζとが発表されて以来，先人が各方面から，これが究明に絶大な努力を傾注してきたが予期に反してそ西箋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆま積は，あまり表われずに終戦となった次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』践
戦後も農構関係その他嘱究者によ。て．三間ない探究の蘇電纐徴蜘。おけ。病原鋤轟
報告あるいは，伝染病毒が馬の白血球内で増殖でき，これを抗元とした血清反応が可能となるなど，ごしユ。
年来画期的な成果が報告されている。しかし．，このように二次解明されているけれども未だ未解決の点力多
い湘・麗論断，糠予防について耀立されていな畷況であ・．　　　　拶
　私は，強面7頭に伝心病毒を接種して慢性伝貧を作り，接種前の調査事項を対照とし，一般臨床，虹煮凝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ見，心電図学的所見，血圧所見などについて精査検討したところ，慢性伝貧診断の一助たりうる成果を得絶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嬉と思われるので報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
　1）一般臨床所見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、　’聯
　病毒接種後，．約工2日前後の潜伏期間を経て発病し，一1号馬は急性，2号馬以下の6頭は慢性経過をとっ
た。慢性型の6実験馬には，、何れも回帰熱が認められ，．この体温曲線中に日差の逆転がしばしぼ観察されね
逆温温ついては舷の文献など齢診断上嘘甦髄べられているカ㍉・漉深く温血たと轟
次のようなことが糊した．すなわち，逆転体激るものの姿は，接種後の加藍出現が多く，難前に難
して，，ほぼ「2：3ユであった。そして接種後の逆転体温の日差は犬であり，逆転体温の平均値（算術）は
前日の平均値よq小さい。これは「温度的位置づけ」といえる。また逆転体温は，熱発作の下降期より出：廃
し，その直後にわたり連続的に観察さ降る（大出附随型）r漕ぞ　・幽∵　　”
　吏に平常難中にみられる暫時熱の直後に孤立した逆転体温が認められる（小山附随型〉。
　この両者は，回帰熱を呈する場合では，交互に出現して一種の韻律を形成している。　’・
　すなわち，．前述の温度的位置づけに対し，これは「形態釣位置づけ」といいうる。
　因みに，この逆転体温は，結核病においてしばしば所見されるものといわれているが，本邦においてぱ1
馬の該病に関する報告は見当らないので，伝貧特有のものとして扱っても大過なきものと思おれる。
　、呼吸数においては，特筆すべぎ変化は，みられなかったが，脈搏数では，平常温となっても，やや増数憾
ている傾向がうかがえた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1瀬
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　　　　一・3）血液所見
　　　．誌血球数は・総体的に減少を示しているが・可成の時点において成積翠・区々であり一概に論じ難いこと
　　　：も多力｝つた。
　　　　白血球数は，接種後一時的に増加を示したが，経時的には減少をみた。白血球檬の所見では・比較的単球
　　　め増加を，リンパ球と好中球については，接種後もリンパ球の方が好中球に比べて相対値は，大のまま推移
》，レ絶対値の変化もまた・繍むねこの上ヒ率蘇持していた・
　ギ　　穣結膜の所見においては，貧血や黄痘が発現し，680万の赤血球数で帯黄蒼白色，540万では不潔帯黄淡紅
1隔隣るいは・蒼白のも醜1あぢ濫ゴ∵・
㌶：＼モグ・ビ・，一・・…値も接種後療・・頭身・・認め・紘
　　　　　　　　　　　　　　セ黙黙業繋雛欝欝欝テ雛黎蹴たに脚
嚢誰丁波で舳・…’・・の変イヒに乏・いカ㍉臼後・逆幽いは二相性などに変化・て・…
け　　　ST部においてはl　duarationの変化に乏しいが，2号馬を除き上昇が認められたことは，注目される所
　　　見である。
　　　　4）血圧所見
　　　　接種援は，予期した如く経時的に降下し，100m撮Hg以下を記録した。
　　　　以上の接種伝貧の試験結果よりみて，、慢性伝貧の臨床所見であると一概に論じられないが，特に次の3項
　　　は，診断上有力な因子として，、意義があるものと考えられる。’
短　　　（a）逆転体温の温度的，形態的の位置づけが見出され，多発および日差数値の増加が観察された。
?
　　　　（c）心電図所見上，．急性型．（1号馬）では，，概して起電力の増加が，．その他の慢性型においては，減少
　　　示みられた一方，．ST部の上昇は1，全般的に目立った存在であった。
???????㍗???
　　　　　　　　　　　、　論文審査の結果の要旨
馬の伝染性鋤《身過輝称壌・．η04年．働ぞe及びYa1’eにより病毒噸因すると儲されて
以来，，多く、の研究が行なわれた。
　わカミ国でも臨時馬疫調査委員会が1914年に発足し，この研究が行なわれ，その後長尾．長野，石井氏ら
によ．ﾁて一段と進められた。
　本病の経過より，造血臓器機能に密拷な関係を有することが認められ，．主として血液学的探究および病理
学的検討が盛んに行なわれ，、根村氏らによって本病の疫学的研究もある程度行なわれた。
　伝貧は発燃以外には殆んど指定症候を示さないため，臨床学的研究は臨時馬疫調査会，その他多ぐの研究
考に・・てなさや燐蘇学野風の根拠とするも砂く従・備膨断法として鱒のもの酵濡事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一23一
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　すなわち，アソモソ酒精法，フルトン反応，K茸rten反応，カルミン反応，アトロピン注射珠血沈メ
法，ヂデロチーテン検出法などあるが，石井氏のヂデロチーテソ検出法を除けば診断的価値は不十がであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ド
　戦後も出職研究は続行され相当の成果をおさめ，診断法についても注目すべきものが出現している鵠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ｝爵　r　電子顕微鏡下における病原体の観察報告，伝貧病毒を馬の腎細胞に接種した人工培養の成功，馬の白蚕球r：
　さらに1970年Co991ngおよびNorcrossによって開発された塞天ゲル内沈降反応は診断法とし七相当ぞ
有望視されて・・。．” @　　∵縷　伝貧の臨床学的診断は，従来，発熱　日差の逆転，回帰熱，血球数の減少，リンパ球の増多，心音果山
尾力低下血圧降下，結膜の貧血浮腫その他の所見を綜合して行なわれてきた。以上の項目のうち’ ｮ
の逆転性は馬では伝貧以外の疾病にはなく特異と見られるものである。本症は心臓に障害を与えるのb
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圧の降下およ参尾力の低下を惹起するものと考えられている。赤血球の減少により，結膜は貧血し、灘辱　　．
三二麓審難高点二二膿鷲繍魁こ轡馬の臨驚
以晶晶・た研究実験材料お・…法・実験成績の概要を述べると次の如く一
　　　　　　　　　　　　　　　　　A．実験材料および実験方法
　2才馬7頭に伝話病毒を接種して人工感染伝貧馬をつくり，，，接種前および接種後の臨床所見を観察聴講狽
定を行った。
　すなわち，、毎日午前9時と午後5時の2回目わたり5元気，食慾，体温，呼吸，．豚搏，、可視粘膜の状況
出力，．浮腫などを精i査した。　、　　閲　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　）詰
　ざらに一定間隔で，赤血球数，．白血球数、、白血球象ヘモグロビン量働ヘマ『トクリット値の検査と心電
お・雌の測定を夫・㈱実撫　．・　　．：1；講
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黛毒
　　　　　　　∴’き・∵　　　　、　　　　B．実験成績の概要　　　　　』”』．　．ら一巴㌦帥∵∫．7’
、．寵伝心は獣馳、目前撫回帰熱を台臨　　　　　　趨
難鷲鷲縫蘇鷹麟甑＿＿＿ぬそ漁ど藷
化はみ、れなか夷．　　　　　　　、　　・藻
4勧は接搬著しく低下嚥　　　一　　・　　㌦　、縷
　5．赤血球数は発熱に伴って減少をきたすが，熱分利後は除々に正常値に復する傾向を示し，次の熱発作
セ。際しては潮期の経過を勧返えしなカ・鍼少の度購斜な。た。　　　　　　ぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一　　　　　　　　　　　　　　・　毒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　濾
断．lb・’　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　．’・・
謬灘、白血磁は，初回嚥発作前後に一舳の増加を示したがほの後は概・て減少・た。
雛轟難灘：叢灘議明諏竃黎ン礁
鍵総、．一モグ。ビ鵬一・ク・。’・値は，鞭繍い減少蜆られた。
?
灘馨・・心翻の変燃先づ麗力の低下莇げられる一方汀波の逆転二相激どの変化が認められた・
i緯愚；またST部の上昇は，特に重要な所見と認められた。
繋；翼・o漁圧は難後鶴的曙明購下が認められた・
鎌以上。如く儲、人麟伝鋤重魏、。て潜伏轍融体温，差の逆鞭実証、∫
　　コ　コ
　　惣ンパ球および単球の増加を確認し，心電図所見としてST部の上昇を認め．血圧所見で経時的降下を認あ
　　ビたのである。
　　・ミ本研究は長期にわたる極めて困難な馬伝染性貧血の臨床学的診断の実験的研究にして，本病診断の一助と
　　　なり，学術上且又実地応用上価値ある業積で，獣医学博土の学位を授与するに相応しいものと認める。
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